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222-7556
金沢こころの電話

260-7272
シルバーこころの電話

ご相談は…

金沢こころの電話

№121

(４)

公
益
社
団
法
人
金
沢
こ
こ
ろ
の
電
話

会
長

村

田

進

首都大学東京人文社会学部教員

北 村 絢 子

イージーモードの人生
から脱出して

（賛助会員）

回 日 内 容 具体的な内容 講 師
１

２
３

４
５
６
７
８

１.12.火

１.19.火
１.26.火

１.31.日
２.７.日
２.14.日
２.21.日
２.26.金

頻回通話者について

ＤＶ･虐待について
記録･分類について
社会資源と情報提供
電話実習･Ａ
電話実習･Ｂ①
電話実習･Ｂ②
電話実習･Ｂ③
担当者心得
まとめ
交流会

情緒的支援

法律･専門窓口の知識を含む
具体的な記録の書き方

1実習グループに付き3時間
〃
〃
〃

相談員としての心得
会員としての活動について

宮川 淳子
(会員）

石川県担当課
相談部会理事
世話人G
世話人G
世話人G
世話人G
会長･事務局長
世話人･養成部

４．第２課程プログラム【実習コース】
時間 ▽19:00～21:00／電話実習 ▽別途指示に基づく（10:00～18:00の内３時間）
会場 ▽主に石川県社会福祉会館

第１課程
基礎コース

第２課程
実習コース

講 義
ロールプレイ
電話実習
事例検討
合 宿

2.0×13
2.0× 5

2.0× 2
11.0× 2

26.0
10.0

4.0
22.0

2.0×4

3.0×4

8.0

12.0

合 計 62.0
総計

20.0
82.0

５．第1・第２課程 受講時間
全82:00

※時間：19時00分～21時00分

エンジェル
トランペットの実

去る４月25日、参加者115名（出席者23名、委任状出席者
92名）のもと、公益社団法人金沢こころの電話 定時総会が
開催された。まず、電話当番10年以上100回以上：１名、10
年以上200回以上：２名への会長表彰があった。
会長挨拶では、「コロナ禍・第４波の脅威の中、相談活動

は今こそ必要だ。コロナ対策と相談活動を昨年度同様継続
していきたい」旨が述べられた。次に会長が議長に就き、令
和２年度事業報告及び令和２年度収支決算報告並びに監査
報告について執行理事による説明のあと質疑が持たれ、承
認された。「金沢こころの電話倫理綱領改正について」も説
明のあと承認された。最後に、事務局長より令和３年度事
業計画案及び令和３年度収支予算案について報告があった。
今年度は特に、コロナ禍における自殺防止を主軸に、コロ

ナ禍に対応した事業推進の趣旨が述べられた。（記：K・H）

2021（令和３）年度 定時総会報告
【日 時】令和３年４月25日（日）14:00～15:30
【会 場】石川県社会福祉会館大ホール

期 間 【第１課程】基礎コース：令和３年８月24日(火)～12月７日(火)
【第２課程】実習コース：令和４年１月11日(火)～２月25日(金)

集中研修 【１】基礎コース：令和３年９月４日(土)～９月５日(日)
【２】実習コース：令和３年11月13日(土)～11月14日(日)

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

電
話
相
談
に
か
か
わ
る
多
く
の
分

野
の
学
術
研
究
を
促
進
し
、
電
話
相

談
の
研
究
と
実
践
の
発
展
と
普
及
に

努
め
、
会
員
の
資
質
の
向
上
と
相
互

の
連
携
お
よ
び
広
く
人
々
の
精
神
保

健
、
福
祉
、
文
化
に
寄
与
す
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

日
本
電
話
相
談
学
会
の
目
的

参
考

日
本
に
は
約
１
４
、０
０
０
人
、
石

川
県
に
は
約
１
０
０
人
の
盲
ろ
う

者
が
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
。

（金沢こころの電話 賛助会員）

５
月
７
日
に
本
年
度
総
会
が
行
わ

れ
、
多
く
の
参
加
者
を
得
て
、
提
出

さ
れ
た
議
案
は
満
場
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
も
ひ
と
え
に
当
公

益
社
団
法
人
金
沢
こ
こ
ろ
の
電
話
に

寄
せ
る
県
や
市
や
賛
助
会
員
を
は
じ

め
と
し
て
、
会
員
各
位
の
日
頃
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
そ
の
精
神
の
賜

物
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
会
に
お
い
て
本
年
度
目

標
と
す
る
自
殺
防
止
な
ど
重
点
項
目

が
提
出
さ
れ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お

い
て
一
昨
年
度
特
に
顕
著
に
な
っ
た

若
年
層
の
自
殺
者
数
に
見
ら
れ
る
社

会
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
の
若
年
層
の
み
な
ら
ず
、
職
場
や

家
庭
環
境
に
お
い
て
「
行
き
場
を

失
っ
た
」
人
々
の
自
殺
件
数
が
多
く

な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
コ
ロ
ナ
下
の
ス
ト
レ
ス
が
も

た
ら
し
た
と
思
わ
れ
る
う
つ
や
攻
撃

性
が
、
今
後
も
い
わ
ば
コ
ロ
ナ
後
遺

症
と
し
て
根
深
く
残
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

す
な
わ
ち
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
宣

言
さ
れ
た
後
、
医
学
的
に
は
回
復
期

が
始
ま
っ
た
と
は
い
え
、「
心
の
後

遺
症
」
が
当
分
は
続
き
、
短
期
的
に

は
一
種
の
Ａ
Ｓ
Ｄ
（
急
性
ス
ト
レ
ス

症
）
や
長
期
的
に
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
被

災
後
ス
ト
レ
ス
症
）
の
よ
う
な
心
理

的
な
症
状
を
来
す
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
根
拠
は
、
心
の

ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
は
、
体
の
そ
れ
よ

り
も
回
復
に
二
乗
倍
の
時
間
が
か
か

る
と
い
う
通
説
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

意
味
で
も
電
話
相
談
は
、
今
後
さ
ら

に
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
を
伴
う
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
と
と
も
に
、
総
会
の
質
疑
応

答
の
中
で
発
言
が
あ
っ
た
よ
う
に
、

「
会
員
の
心
の
ケ
ア
」
は
、
本
年
度
の

重
点
項
目
の
一
つ
で
あ
る
会
員
の
資

質
向
上
と
同
等
に
大
切
な
課
題
で
あ

る
と
思
う
次
第
で
す
。

以
上
が
今
年
度
の
初
め
に
当
た

り
、
皆
様
と
分
か
ち
合

い
た
い
と
思
っ
た
私
の

所
感
で
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
男
性
の
た
め
の
相
談
窓
口

福
島
充
人
氏
（
一
般
社
団
法
人

男
性
相
談
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

（
←
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

公
益
社
団
法
人
金
沢
こ
こ
ろ
の
電
話

会
長

村

田

進

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

５月７日14時より、石川県社会福祉会館大ホールに
て令和５年度定時総会が開催されました。
総会に先立ち、当番活動10年以上200回以上の相談
員への会長表彰があり、３名が表彰を受けました。
正会員145名のうち、105名の出席（委任状含）を得
て、総会の開会宣言が副会長の森田本淳よりなされま
した。
第１号議案である令和４年度事業報告・収支決算報
告が村田進会長を議長として審議され、賛成多数で承
認されました。その後、令和５年度事業計画・収支予
算案が事務局より報告事項として伝えられました。
会員ケアや理事会への要望などの意見交換もでき、
理事会の責任をより強く感じた総会となりました。
（公益社団法人金沢こころの電話事務局 得永 篤子）

総会のご報告

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

発 行 公益社団法人
金沢こころの電話

事務局 〒920-0964
金沢市本多町3-1-10

電 話 (076)222-7531
ＦＡＸ (076)222-5352
http://kkd-ishikawa.jp/soudan
e-mail kkd@beach.ocn.ne.jp
編 集 広報部会
印 刷 ㈱橋本清文堂

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記

３
年
以
上
続
い
た
コ
ロ
ナ
は
５
類

に
移
行
し
、
以
前
の
生
活
が
戻
っ
て

き
た
感
が
あ
る
。
失
わ
れ
て
い
た
日

常
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
る
。

そ
の
中
で
「
独
り
ぼ
っ
ち
」
と
陰

口
を
言
わ
れ
て
い
る
と
思
い
込
ん
だ

青
年
の
凶
悪
事
件
が
起
き
た
。
ど
こ

か
で
誰
か
と
繋
が
る
事
が
出
来
て
い

た
ら
あ
る
い
は
防
げ
た
か
も
知
れ
な

い
と
思
う
と
、
架
か
っ
て
く
る
相
談

電
話
に
真
摯
に
対
応

し
な
け
れ
ば
と
思
う

出
来
事
だ
っ
た
。

（
記

Ｈ
・
Ｒ
）

研
修
会
な
ど
の
報
告
は
、
広
報
部

会
が
依
頼
し
た
会
員
が
書
い
た
も

の
で
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
個
人
の
解
釈
も

あ
る
こ
と
を
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

おことわり

2022年度 賛助会費 ･寄附金 感謝報告

【賛助会費】
○ 個 人

池野裕子 石川誠子 泉 信次 伊藤美津子 今井宏和 上瀧 大 上田佳壽子 植松 茂 浦田早知・肇

岩崎 綾 越後峰代 江口新一 遠藤陽子 大窪智子 大浜美映子 奥田栄美子 小野ツルコ 柿崎亜紗奈

柿崎謙一 角谷澄栄 加田玲子 金江正衣 加藤佐敏 河合隆平 川浦幸光 木越トヨ子 熊野ユリコ 糀谷倫子

窪田幸子 越島正喜・伸子 小林 匡 紺谷博子 斎藤千代 坂本恭子 酒谷晴美 櫻井直子 佐宗 功

佐藤順子 佐野勝俊 柴野南津 下田葉子 助佐直子 高木要子 高倉万美 高澤タマエ 高沢美和子

高地松美 高山静子 武田陽子 田島秀男 田中紹夫 橘 昌憲 田中千鶴 土家佳奈子 釣見民子 出口房子

寺井亮三 問谷元子 所田澄子 徳沢愛子 得永嘉昭 富田 寛 直江茂行 中島章雄 永原伸一郎 中村 哲

中村敦子 長田幸子 新田由美子 能登準一 狭間千代子 浜田典子 針田典泰 平野晴美 広瀬照代 福岡恒忠

福岡晴美 福島 純 福島由貴 藤谷明子 藤間信乃輔 二宮葉子 古市俊郎 細野昭雄 松井 繁 松本れい子

水田美代子 宮﨑洋子 宮村 泉 宮本道子 宮本奈津子 宮森恵子 村本高志 室山昭子 八木雅夫 山口正雄

山下由美子 山野俊一 山村英子 山岸淑子 湯浅佳子 山本靜子 吉川玲子 由水 充 米田千映子

○ 法人・団体

石川県織物構造改善工業組合 石川県織物工業協同組合 (公社)石川県看護協会 (一社)石川県経営者協会

石川県商工会連合会 (一社)石川県鉄工機電協会 金沢商工会議所 金沢原糸織物商業協同組合 加賀建設(株)

(医）浅ノ川桜ケ丘病院 (医)仁智会 (医)長久会加賀こころの病院 (医)松原愛育会 (医)和田歯科医院

(株)久世ベローズ工業所 (株)大日製作所 (株)メル 技研(株) 東山商会(株) 小林太一印刷所

紺谷内科婦人科クリニック (有)桜谷設備企管 JA石川県連

(学法)白銀幼稚園 第一電機工業(株) ダイワ通信(株) (財)日本電信電話ユーザー協会石川支部

日蓮宗石川県第一部宗務所 （株)橋本清文堂 ホクショー(株)

北陸学院高等学校 妙応寺 司法書士 山本 勝 力丸医院 わせだクリニック

【寄 付 金】 奥田 宏 木越明子 土田陽子 長尾紀久子 山内ミハル 大屋若子

匿名の方々

賛助会費・ご寄附等 合計 2,040,776円

（2022年４月１日～2023年３月31日）

金沢こころの電話の運営のために温かい資金援助をいただきました。心から感謝しご報告いたします。
これからもご協力下さいますようお願い申し上げます。（敬称は略させていただきます）

※賛助会費の振込は下記口座へお願い致します｡▲

郵便振替口座 00710-4-13987 ｢金沢こころの電話」

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
問
題
解
決
が

目
標
で
は
な
く
、
問
題
は
そ
の
ま
ま

残
っ
て
は
い
る
が
気
に
な
ら
な
く
な

る
程
度
に
小
さ
く
見
え
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
目
指
す
。
ま
た
、
相
談
者

と
全
く
同
じ
経
験
を
し
た
人
な
ん
て

一
人
も
い
な
い
と
い
う
前
提
で
向
き

合
う
。
特
に
困
難
な
相
談
内
容
の
場

合
、
相
談
員
は
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
込

ま
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

対
面
相
談
に
行
け
な
い
重
い
こ
と

を
抱
え
て
い
る
の
が
電
話
相
談
に
か

け
て
く
る
人
の
姿
。
日
常
的
な
対
人

関
係
で
満
た
さ
れ
て
い
な
い
中
、
直

接
で
は
言
い
に
く
い
こ
と
も
話
が
で

き
、
そ
れ
が
繰
り
返
し
か
け
て
く
る

こ
と
の
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
ど

ん
な
援
助
活
動
も
最
終
目
標
は
そ
の

人
の
自
立
。
無
意
識
の
う
ち
に
頼
っ

て
く
る
の
は
当
り
前
。「
あ
な
た
の
考

え
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
す
か
？
」「
今

で
き
る
こ
と
は
何
？
何
な
ら
で
き
そ

う
？
」
と
問
い
、
本
人
か
ら
提
案
し

て
も
ら
う
。
そ
の
提
案
を
受
け
止

め
、
支
持
し
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が

大
事
。
聴
く
側
が
余
裕
を
も
っ
て
話

を
聞
い
て
ほ
し
い
。
繰
り
返
し
か
け

て
く
る
相
談
者
か
ら
の
電
話
は
、
無

事
で
元
気
で
い
る
こ
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
、
電
話
し
て
く
る
の
は

生
き
て

い
る
こ
と
の
証
。
寂
し
さ
や
孤
独
の

中
「
人
と
関
わ
り
た
い
」
と
電
話
し
て

く
る
。
繰
り
返
し
か
け
て
こ
ら
れ
る

相
談
者
に
は
、「
苦
し
い
と
き
は
何
時

で
も
受
止
め
ま
す
か
ら
、
ま
た
電
話

し
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
の
が
電

話
相
談
の
あ
り
方
で
、
受
止
め
る
こ

と
が
、
私
た
ち
相
談
員
の
仕
事
と
い

う
講
師
の
言
葉
に
共
感
し
た
。

（
Ｙ
・
Ｍ
）

◆
日
時
　
令
和
５
年
６
月
４
日（
日
）　
◆
場
所
　
石
川
県
社
会
福
祉
会
館

◆
講
師
　
杉 

山
　
雅 

宏
氏

　
　
　
　
　（
東
京
家
政
大
学
人
文
学
部
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
科
教
授
）

困
難
さ
を
抱
え
る
相
談
者
へ
の
対
応リモートでの全体研修

公
益
社
団
法
人
金
沢
こ
こ
ろ
の
電
話
会
長

村
田

進
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暖
か
な
日
差
し
と
と
も
に
吹
く
風

が
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
る
季
節
と

な
っ
た
今
日
、
私
た
ち
47
期
生
７
名

は
養
成
講
座
を
修
了
し
、
金
沢
こ
こ

ろ
の
電
話
相
談
員
と
し
て
認
定
式
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

日
を
無
事
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

養
成
講
座
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
方
に
心
よ
り
深
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
の

養
成
講
座
受
講
と
な
り
ま
し
た
。
養

成
講
座
の
運
営
に
携
わ
る
皆
様
方
に

よ
る
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
徹
底
や
、

き
め
細
か
な
ご
配
慮
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
47
期
生
は
安
全
に
安
心
し
て
養

成
講
座
を
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
支

援
、
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
８
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
養

成
講
座
で
は
、
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
も
と
、
座
学
や
実
習
な
ど
を

通
し
て
、
こ
こ
ろ
の
電
話
相
談
員
と

し
て
の
心
構
え
か
ら
各
専
門
分
野
に

つ
い
て
の
基
礎
知
識
ま
で
、
幅
広
く

深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
学
習
や
実
際
の
電
話

実
習
で
は
、
よ
り
実
践
に
即
し
た
形

で
電
話
相
談
員
と
し
て
必
要
と
な
る

技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
仕
事
や
家
庭
と
両
立
し
な
が

ら
の
養
成
講
座
受
講
は
忙
し
く
ハ
ー

ド
な
日
々
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大

変
充
実
し
た
も
の
で
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
約
半
年
間
の
80
時
間
に

及
ぶ
養
成
講
座
を
一
緒
に
受
講
し
、

と
も
に
学
ぶ
過
程
で
、
私
た
ち
47
期

生
同
士
の
絆
が
う
ま
れ
、
交
流
も
深

め
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
電
話
相
談
員
と
し
て
活

動
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
学

び
を
活
か
し
、
ま
た
本
日
の
認
定
式

で
の
初
心
を
忘
れ
ず
、
自
己
研
鑽
に

励
み
、
日
々
精
進
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
お

い
て
相
談
者
の
「
良
き
隣
人
」
と
な

れ
る
よ
う
、
B
e・
friending（
友
達

の
よ
う
に
寄
り
添
う
態
度
）
の
精
神

を
大
切
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

に
誠
実
に
、
真
摯
に
取
り
組
む
こ
と

を
宣
言
し
、
誓
い
の
言
葉
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

２
０
２
３
年
３
月
21
日

（
47
期

Ｍ
・
Ｍ
）

はじめての
カウンセリング入門・上
カウンセリングとは何か

諸富 祥彦（Morotomi Yoshihiko）著
誠信書房
2010年7月初版

感
謝
状
を
い
た
だ
い
て

創
立
45
周
年
に
寄
せ
て

第
45
期
生  

認 

定 

式

金
沢
こ
こ
ろ
の
電
話

令
和
３
年
３
月
20
日（
土
・
祝
） 

金
沢
市
教
育
プ
ラ
ザ
富
樫

私
と
金
沢
こ
こ
ろ
の
電
話

第
１
回
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

開
催
に
つ
い
て

「コロナ禍における自殺防止」は本年度の重点目標に掲
げているテーマのひとつ。その一環として、金沢こころの
電話の啓発カードを作成した。
サブタイトルの「あなたはひとりぼっちではありません」
という声かけは、今一番伝えたいことでもあり、また私た
ちも言ってもらいたい言葉でもある。
電話というソーシャルディスタンスの方法で、傍らにい
たい、いてもらいたいと願う私たちの気持ちを込めたカー
ド。どうぞあなたのお手元に届きますように‥‥。

感
想
レ
ポ
ー
ト

◆
日
　
時
　
令
和
３
年
11
月
27
日
㈯  

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
　
所
　
石
川
県
社
会
福
祉
会
館
Ｆ
会
議
室

◆
参
加
者
　
６
名

◆
講
　
師
　
松
田
昭
臣
氏

エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
研
修
に
参
加
し
て

事
例
１

う
つ
病
で
自
殺
念

慮
の
あ
る
ケ
ー
ス
（
男
性
）

2022年度 定時総会報告
日時 ５月1日（日）13:30～17:00／会場 石川県社会福祉会館大ホール

2022年度 定時総会報告
日時 ５月1日（日）13:30～17:00／会場 石川県社会福祉会館大ホール

参加者 35名（リモート出席含）、有効委任状 79名、併せて114名の出席
者のもと、公益社団法人金沢こころの電話令和４年度定時総会が開催さ
れた。開催に先立ち、相談活動10年以上、当番回数200回以上の５名の会
長表彰の授与式があり会長より感謝と慰労の言葉が述べられた。
総会では、議題である第１号議案「令和３年度事業報告・収支予算報告」
について主として倫理綱領についての質疑が出され、理事会からの回答
がなされた。続けて第２号議案「公益社団法人第６期役員選出」について
の審議がなされた。第１号議案・第２号議案とも賛成多数により可決承
認された。第６期会長には、村田 進、副会長には杉本末子、森田本淳、
事務局長には得永篤子がそれぞれ就任した。
審議のあと、令和４年度事業計画・収支予算案
が事務局長より報告がなされ、令和４年度の事
業の充実を約束し、初めてのハイブリット方式
（会場出席・リモート出席）の総会が終了した。

（
←
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

▼
認
定
式
で
は
皆
さ
ん
に

温
か
く
迎
え
入
れ
て
い
た

だ
き
、
本
当
に
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
改
め
て
相
談
員
と

し
て
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
と
自
覚
さ
せ
ら
れ
、

身
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
大
丈
夫
か
な
、

予
想
外
の
こ
と
で
困
っ
た

り
し
な
い
か
な
‥
‥
な
ど
、

不
安
も
湧
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
で
し
た
が
、
交

流
会
で
先
輩
方
と
話
し
、

先
輩
方
の
経
験
談
を
聞
い

た
り
助
言
を
い
た
だ
い
た

り
し
、「
そ
ん
な
に
不
安
に

な
る
必
要
は
な
い
し
相
談

で
き
る
仲
間
が
い
る
」
と
思

え
て
、
気
持
ち
が
ラ
ク
に
な

り
ま
し
た
。

こ
ん
な
風
に
、
誰
か
に
話
を
聞
い
て

も
ら
う
こ
と
で
気
持
ち
が
ラ
ク
に
な
れ

る
人
は
多
い
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
微
力
な
が
ら
も
力
に
な
れ
た
ら
嬉

し
い
で
す
。
ま
だ
ま
だ
修
行
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
が
‥
‥
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

▼
６
ヶ
月
間
の
研
修
、
実
習
を
終
え
て

無
事
認
定
式
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た

こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
参
加

で
き
な
い
研
修
も
あ
り
ま
し
た
が
、
講

師
の
方
の
講
義
や
同
期
の
皆
さ
ん
に
支

え
ら
れ
て
認
定
式
に
臨
め
た
事
に
対
し

改
め
て
お
礼
申
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
講
座
が
あ
り
ま
し
た

が
、
電
話
相
談
と
い
う
相
手
が
見
え
な

い
一
種
の
不
安
感
、
そ
れ
を
ど
う
い
う

ふ
う
に
対
応
し
て
い
け
ば
良
い
の
か
と

戸
惑
い
ま
し
た
。
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
な
い
難
し

さ
が
あ
り
、
声
の
調
子
や
言
葉
遣
い
か

ら
何
を
話
さ
れ
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
の

か
が
解
っ
て
対
応
で
き
る
の
か
と
の
不

安
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
顔
が
見

え
ず
と
も
傾
聴
の
基
本
で
あ
る
『
じ
っ

く
り
と
話
を
聴
く
』『
相
手
を
尊
重
す

る
こ
と
で
自
分
を
知
り
、
相
手
を
知
る

こ
と
が
一
番
大
切
で
あ
る
』『
言
葉
は

相
手
を
元
気
に
す
る
も
の
で
あ
る
』『
人

を
褒
め
る
こ
と
は
傾
聴
ス
キ
ル
を
高
め

る
も
の
で
あ
る
』
と
い
う
傾
聴
ス
キ
ル

の
講
義
を
聞
き
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
自

分
が
思
っ
て
い
る
「
非
難
し
な
い
、
比

較
し
な
い
、
自
分
の
こ
と
を
言
わ
な
い
」

の
傾
聴
の
基
本
姿
勢
で
対
応
し
て
い
け

ば
大
丈
夫
と
の
思
い
を
持
ち
ま
し
た
。

今
後
は
相
談
員
と
し
て
活
動
す
る

事
に
な
り
ま
す
。
教
え
て
い
た
だ
い
た

傾
聴
ス
キ
ル
を
忘
れ
ず
に
、
そ
し
て
電

話
実
習
で
の
先
輩
方
の
注
意
事
項
を

頭
に
置
い
て
、
真
摯
に
対
応
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
自
身
が

悩
む
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
先

輩
や
同
期
の
方
々
に
お
聞
き
し
な
が
ら

経
験
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

▼
あ
ゆ
み
の
冊
子
を
い
た
だ
い
て
か
ら

10
年
以
上
が
経
ち
、
後
悔
を
し
た
く
な

い
と
思
い
立
っ
た
事
か
ら
応
募
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
思
い
返
す
と
研

修
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
と
て
も
長

か
っ
た
と
い
う
実
感
で
す
。
欠
席
、
遅

刻
等
で
不
出
来
な
私
で
し
た
が
、
こ
の

日
を
迎
え
る
事
が
出
来
た
の
は
、
先
輩

方
の
助
け
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

些
細
な
事
に
た
い
し
て
も
先
輩
方
が

親
切
に
対
応
し
て
く
だ
さ
り
、
安
心
し

て
研
修
に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
先
輩
方
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

47
期
の
皆
様
に
も
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

▼
金
沢
こ
こ
ろ
の
電
話
の
相
談
員
と
し

て
認
定
し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

◆
日
　
時
　
令
和
４
年
９
月
18
日（
日
）  

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
　
所
　
石
川
県
社
会
福
祉
会
館
Ｆ
会
議
室

◆
講
　
師
　
澤
井 

登
志
氏

　
　
　
　
　
　
　
　  （
一
社
）メ
ン
タ
ル
さ
ぽ
ー
た
ー
ず
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　  

代
表
理
事

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
２

Ｑ
＆
Ａ

Q A◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

引
き
こ
も
り
に
関
す
る
基
礎
知
識
と

支
援
の
実
際
を
聴
講
し
て

精
神
疾
患
の
あ
る
方
の

希
死
念
慮
に
ど
う
対
応
す
る
か

◆
日
時
　
令
和
４
年
10
月
23
日
㈰  

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所
　
石
川
県
社
会
福
祉
会
館
Ｆ
会
議
室

◆
講
師
　
北
本
福
美
相
談
役
（
臨
床
心
理
オ
フ
ィ
スpsyshe

　
　
　
　
　
　
臨
床
心
理
士
・
公
認
心
理
士
）

◆
◆
◆

誓
い
の
言
葉
◆
◆
◆

ま
し
た
。
ま
た
、
い
つ
も
温
か
く
指
導

し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
講
師
の
先
生

方
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

評
価
や
判
断
を
さ
れ
ず
に
話
を
聴
い

て
も
ら
う
傾
聴
の
効
果
や
大
切
さ
を

知
っ
て
か
ら
、
自
分
も
傾
聴
を
学
び
、

周
り
の
人
の
役
に
立
て
た
ら
い
い
な
と

い
う
思
い
が
あ
り
相
談
員
に
応
募
し
ま

し
た
。

研
修
で
は
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
な
ど
上

手
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
一
人
ひ
と
り
違
っ
て
良
い
、
自
分

ら
し
い
聴
き
方
を
身
に
つ
け
て
い
け
ば

良
い
か
ら
と
い
う
お
話
に
と
て
も
励
ま

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
実
際
の
相
談
業
務
が
始
ま

り
ま
す
が
、
気
負
わ
ず
長
く
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

▼
認
定
式
と
い
う
場
を
設
け
て
頂
き
、

47
期
同
期
の
方
が
代
表
し
て
誓
い
の
言

葉
を
発
表
し
て
い
る
の
を
聞
き
、「
こ
こ

か
ら
始
ま
る
ん
だ
な
」
と
改
め
て
気
持

ち
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

相
談
員
と
し
て
認
定
さ
れ
た
後
、

様
々
な
理
由
で
継
続
が
難
し
く
な
る
こ

と
も
あ
る
と
聞
き
、
確
か
に
こ
れ
か
ら

何
が
あ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
可
能

な
限
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。昔

か
ら
相
手
の
話
を
聞
く
の
は
好
き

で
、
相
談
者
の
お
話
か
ら
新
し
い
考
え

方
を
知
る
こ
と
が
出
来
て
刺
激
に
な
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
自
分
の

許
容
を
超
え
る
話
も
勿
論
出
て
き
ま

す
。
む
し
ろ
そ
の
方
が
多
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
時
は
、
養
成
講
座
で
世

話
人
の
方
々
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た

こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
対
応
し
た
い

で
す
。

金
沢
こ
こ
ろ
の
電
話
に
参
加
し
47
期

同
期
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
先
輩
方
と

の
つ
な
が
り
が
出
来
た
こ
と
を
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

▼
研
修
や
実
習
で
は
同
期
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
一
回
り
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
の
方
の
お
話
を
じ
っ
く
り
お
聴

き
で
き
る
相
談
員
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

▼
本
日
の
認
定
式
を
無
事
に
迎
え
る
こ

と
が
で
き
、
ま
ず
は
ほ
っ
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
養
成
講
座
を
運
営
し
て
頂
い

た
皆
様
方
と
、
一
緒
に
学
ん
だ
47
期

の
仲
間
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

皆
様
に
支
え
て
頂
き
、
お
か
げ
様
で

約
半
年
間
の
受
講
期
間
を
全
う
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
安
心
も

つ
か
の
間
、
４
月
か
ら
は
さ
っ
そ
く
相

談
員
と
し
て
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
す
。
や
っ
と
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

学
び
を
活
か
し
、
相
談
者
に
寄
り
添

う
、
良
き
隣
人
と
し
て
の
姿
勢
を
大
切

に
、
謙
虚
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（イラストまたは写真）

第
47
期
生

認
定
式

認定式を終えて～47期生の皆さんの一言です～

今
回
の
研
修
で
は
荒
木
講
師
の
人

と
な
り
を
ベ
ー
ス
に
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

心
理
学
」
と
は
何
か
、
ど
う
い
う
考

え
方
が
心
身
の
健
康
や
ウ
エ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
に
繋
が
る
か
を
ご
講
演
い
た

だ
い
た
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
と
は
１
９
９

８
年
ア
メ
リ
カ
心
理
学
会
会
長
の
セ

リ
グ
マ
ン
が
提
唱
し
た
心
理
学
。
こ

れ
ま
で
の
心
理
学
で
は
、
精
神
病
理

や
障
害
に
焦
点
を
あ
て
て
き
た
が
、

こ
れ
か
ら
の
心
理
学
で
は
、
人
間
の

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
機
能
を
強
調
す
る
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
こ
の

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
」
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

途
中
、
感
情
誘
導
の
実
験
ワ
ー
ク

を
会
場
で
行
い
、
参
加
者
と
体
感
す

る
時
間
が
あ
っ
た
。
手
の
甲
を
眺
め

血
や
血
管
、
状
態
な
ど
を
観
察
し
、

“
30
分
時
間
が
あ
っ
た
ら
何
を
し
た

い
か
”
ま
た
“
突
然
30
分
間
の
自
由

時
間
が
与
え
ら
れ
た
ら
ど
う
す
る

か
”
を
考
え
て
書
き
出
す
。

一
方
、
眼
を
閉
じ
て
喜
び
に
満
ち

た
瞬
間
を
思
い
出
し
、
記
憶
の
中
で

楽
し
む
。
そ
の
後
同
じ
よ
う
に
考
え

る
。手

の
甲
の
後
に
書
い
た
も
の
は
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
感
情
で
あ
り
、
楽
し
い

想
像
を
し
た
後
に
書
い
た
も
の
は
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
感
情
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情

に
も
意
味
が
あ
る
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

感
情
に
も
意
味
が
あ
る
。
モ
ノ
の
見

方
も
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
を

会
場
で
体
感
し
た
。

（
Ｎ
・
Ｙ
）

◆
日
　
時
　
令
和
５
年
２
月
23
日（
木
・
祝
）

◆
場
　
所
　
松
ヶ
枝
福
祉
館

◆
講
　
師
　
荒 

木
　
友
希
子
氏

　
　
　
　
　
　（
金
沢
大
学
人
間
社
会
研
究
域 
人
文
学
系
教
授
）

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学

５月７日14時より石川県社会福祉会館大ホールにて
令和５年度定時総会が開催されました。
総会に先立ち、当番活動10年以上200回以上の相談
員への会員表彰がありました。
第１号議案である令和４年度の事業報告・収支決算
は満場一致で承認され、令和５年度の事業計画・収支
予算案も報告事項としてなされ、意見交換をする中、
より充実した活動を約束する総会となりました。

認定式であいさつをする村田会長

ワークも含め進行された荒木講師

総会のご報告


